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人権啓発シリーズ

『白熱の攻防！』

　自治公民館単位での参加となるミニバレー
大会は今年で29回目となりました。参加チー
ムが減少する中、各クラス白熱した試合が展開
され、大会は盛り上がりました。来年は第30
回目となる『記念大会』になりますので、多く
の自治公民館からの参加をお待ちしています。

～高齢者の人権について～
【高齢者の方の経験を尊び、支えあう社会へ】

　人口に占める高齢者の方の割合は、今後さらに増え続けま
す。それだけに、犯罪やトラブルに巻込まれたり、高齢者の
みの世帯が孤立するといった問題も浮き彫りになっています。
誰でも、いつかは高齢者です。安心して暮らせる社会を実現
するために、高齢者の方を敬い、みんなで支えあう社会を築
いていくことが必要です。

【孤独にさせない関わりを】
　核家族化が進む中で、家庭における人間的な関わりが希薄
になっています。高齢者は、豊富な知識や経験をもっていま
す。一人ひとりが豊かな老後を送れるよう、高齢者の意見や
可能性を大切にし、お互いが積極的にふれあえる環境をつく
りまり しょう。
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